
 

一
九 

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
江
戸
期
抄
本
『
呂
律
反
音
事
』

　
　
　

翻
刻
と
考
察　
　

 

明　

木　

茂　

夫　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
江
戸
期
抄
本
『
呂り

ょ

律り
つ

反は
ん

音の
ん
の
こ
と事

』
に
対
し
て
基
本
的
解
題
と
本
文
翻
刻
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
筆
者
は
本
来
中
国
古
典
楽
理
を
専
門
と
し
、
日
本
古
典
音
楽
や
和
書
の
読
解
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
無
知
に
等
し
い
。
そ
の
無
知

も
顧
み
ず
本
書
の
解
題
と
翻
刻
を
試
み
る
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。
筆
者
は
現
在
豊
田
市
中
央
図
書
館
所
蔵
の
江
戸
期
抄
本

『
律
呂（

1
）』

に
つ
い
て
調
査
中
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
こ
れ
が
安
倍
季す

え

良は
る

（
一
七
七
五
〜
一
八
五
七
）
撰
『
山
鳥
秘
要
抄
』
原
本
の
内
の

楽
理
部
分
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
同
じ
『
山
鳥
秘
要
抄
』
名
の
種
々
の
写
本
も
併
せ
て
調
査
す
る
中
で
、

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
の
『
呂
律
反
音
事
』
が
、『
山
鳥
秘
要
抄
』
の
内
の
反
音
に
関
す
る
楽
理
部
分
の
抜
書
き
と
、
他
の
諸
本
に
無
い
独

自
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
な
る
再
編
集
本
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
他
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
戸
末
期
の
楽

人
の
反
音
に
対
す
る
認
識
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
、
重
要
な
書
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
本
書
の
解
題
及
び
翻
刻
に
は
筆
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者
の
不
勉
強
故
の
誤
り
が
あ
ろ
う
こ
と
、
あ
ら
か
じ
め
お
詫
び
す
る
と
共
に
諸
氏
の
ご
批
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

一
、
解
題

　

本
書
は
雅
楽
の
音
階
理
論
の
内
、
一
種
の
転
調
理
論
で
あ
る
「
反
音
」
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
内
容
を
検
討

し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
実
は
本
書
の
み
を
見
て
い
て
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
書
は
『
山
鳥
秘
要
抄
』
等
と
題
す
る

そ
の
他
の
抄
本
と
共
通
す
る
本
文
と
、
本
書
独
自
の
部
分
の
双
方
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
他
の
諸
本
と
の
比
較
検
討
を
欠
く
こ
と
は

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
本
書
に
関
連
の
深
い
主
な
諸
本
を
ま
ず
整
理
し
て
お
く
。

Ａ　

安
倍
家
所
蔵
本

　

○
安
倍
家
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
安
倍
家
原
本　
　

全
36
冊

Ｂ
群　

Ａ
の
楽
理
部
分
の
抜
書
き　

一
冊
、
61
〜
64
葉

○
豊
田
市
中
央
図
書
館
所
蔵
『
律
呂
』　

＝
豊
田
本

○
京
都
大
学
附
属
図
書
館
菊
亭
文
庫
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
京
大
本

○
国
会
図
書
館
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
国
会
図
書
館
本

○
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
抄
』　

＝
静
嘉
堂
本

○
東
北
大
学
附
属
図
書
館
和
算
資
料
平
山
文
庫
所
蔵
『
律
呂
抄
』　

＝
東
北
大
本
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○
山
井
景
昭
氏
所
蔵
本
『
楽
律
抄
』　

＝
山
井
家
本

Ｃ
群　

Ａ
も
し
く
は
Ｂ
の
抜
書
き
を
再
編
集
し
た
も
の　

一
冊
、
６
〜
21
葉

○
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
『
呂
律
反
音
事
』　

＝
岩
瀬
文
庫
本
（
本
書
）

○
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
山
鳥
秘
要
録
中
律
呂
之
論
』　

＝
藝
大
本

以
下
本
書
を
岩
瀬
文
庫
本
と
称
し
、
ま
た
他
の
諸
本
に
つ
い
て
も
右
に
示
し
た
略
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
Ａ
の
安
倍
家
原
本
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
現
在
非
公
開
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
安
倍
家
現
当
主
で
あ
ら
れ
る
安
倍
季す

え

昌ま
さ

氏

の
著
書
『
雅
楽
篳
篥　

千
年
の
秘
伝（

2
）』

に
よ
る
以
外
に
は
今
の
と
こ
ろ
知
る
術
は
無
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
安
倍
季
良
が
「
古
記

や
日
記
を
ま
と
め
た
も
の
」
で
あ
り
、「
仁
」「
智
」「
禮
」「
義
」「
信
」
の
五
部
、
全
36
冊
か
ら
な
る
書
物
で
あ
る
と
言
う
。
同
書
に

は
安
倍
家
原
本
の
目
次
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
「
信
」
の
四
に
「
未
及
清
書
」
と
い
う
巻
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
安
倍
家
原

本
は
様
々
な
な
安
倍
家
の
雅
楽
資
料
を
清
書
し
な
が
ら
ま
と
め
た
一
種
の
叢
書
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

基
本
的
に
『
山
鳥
秘
要
抄
』
と
題
す
る
Ｂ
群
の
一
連
の
抄
本
は
、『
律
呂
』『
律
呂
抄
』『
楽
律
鈔
』
と
題
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
筆

者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
細
か
な
異
同
は
あ
る
も
の
の
本
文
は
基
本
的
に
同
一
で
あ
る（

3
）。

い
ず
れ
も
61
〜
64
葉
か
ら
な
る
一
冊
本
で
あ
っ

て
、
Ａ
の
安
倍
家
原
本
と
は
相
当
に
分
量
が
異
な
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
Ｂ
群
の
抄
本
は
Ａ
の
安
倍
家
原
本
の
内
の
楽
理
に
関
す

る
部
分
を
抜
書
き
し
て
一
冊
の
書
物
に
編
集
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
特
に
安
倍
家
原
本
の
内
の
「
仁
」
の
一
の
二
「
楽
事

録
」、「
智
」
の
六
「
古
律
、
新
律
の
事
」、「
義
」
の
二
「
古
律
、
新
律
」、「
信
」
の
二
「
本
朝
音
樂
之
部
」、「
信
」
の
三
「
樂
事
録
」
が
、

題
名
か
ら
し
て
Ｂ
群
の
抄
本
と
関
連
が
あ
る
と
見
ら
れ
、
こ
う
し
た
部
分
の
抜
書
き
が
Ｂ
群
と
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
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Ｃ
群
の
抄
本
は
Ｂ
群
よ
り
さ
ら
に
分
量
が
少
な
く
、
な
お
か
つ
そ
の
内
容
は
Ｂ
群
と
共
通
の
本
文
と
、
Ｃ
群
に
の
み
見
え
る
本
文
と

か
ら
成
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
Ｃ
群
は
、
Ｂ
群
の
書
物
の
一
部
を
抜
書
き
し
、
独
自
の
解
説
を
加
え
て
再
編
集
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
も
し
く
は
Ａ
の
安
倍
家
原
本
か
ら
抜
書
き
し
て
再
編
集
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、Ａ
を
参
照
で
き
な
い
た
め
確
認
す
る
術
は
無
い
。

Ｃ
群
の
一
つ
で
あ
る
岩
瀬
文
庫
本
は
本
文
の
文
字
の
み
な
ら
ず
、
音
階
を
表
示
す
る
図
表
も
Ｂ
群
に
は
無
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
特
に
資
料
的
価
値
が
高
い
と
言
え
る
。
な
お
、
Ａ
及
び
Ｂ
・
Ｃ
群
の
書
物
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
論
「
豊
田
市
中
央

図
書
館
蔵
安
倍
季
良
撰
抄
本
『
律
呂
』
に
つ
い
て　
　
　

解
題
及
び
『
山
鳥
秘
要
抄
』
諸
伝
本
と
の
比
較　
　

」
を
参
照
願
い
た
い（

4
）。

　

さ
て
、「
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（

5
）」

に
よ
れ
ば
、
岩
瀬
文
庫
本
の
書
誌
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

書
名　

呂
律
反
音
事

　
　
　
　
　

書
名
は
左
肩
書
外
題
に
よ
る
。
扉
題
同
。

　
　
　
　
　

一
冊　

二
七
・
一　

×　

一
九
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　

編
著
者　

安
倍
季
良

　
　

旧
蔵
印
識
語　

印
記
「
楊
梅
公
府
図
書
」（
朱
白
文
方
印
、
鷹
司
家
）

こ
こ
に
言
う
「
楊
梅
公
府
図
書
」
の
方
印
は
内
題
右
上
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、

成
立　

元
奥
書
「
右
呂
律
反
音
図
雖
為
管
見
之
至
愚
得
所
覃
為
弁
覧
注
之
以
示
子
孫
而
已
／
天
保
二
年
正
月
廿
一
日　

玄
蕃
権
助

安
倍
季
良
」。
筆
蹟
よ
り
見
て
鷹
司
政
通
書
写
本
か
。

内
容　

雅
楽
の
楽
書
。
漢
字
か
な
交
じ
り
。
反
音
は
訓
「
か
へ
り
こ
ゑ
」
で
、
転
調
の
こ
と
。
冒
頭
に
『
残
夜
抄
』
第
七
「
調
子

の
う
つ
り
か
は
り
め
と
い
ふ
は
…
」
の
条
を
引
き
、
以
下
、
反
音
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
末
尾
に
箏
の
調
べ
が
近
来
七
声

の
う
ち
二
声
が
欠
け
て
五
声
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
是
は
道
に
と
り
て
か
き
ん
と
や
申
へ
し
殿
下
〈
鷹
司
殿
〉
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此
事
の
天
下
に
か
け
た
る
を
年
こ
ろ
ほ
い
な
く
お
ほ
し
め
さ
れ
て
つ
ね
に
御
沙
汰
あ
り
我
も
此
事
を
歎
き
侍
り
き
も
と
も

琵
琶
に
は
な
を
む
か
し
に
か
わ
ら
ぬ
声
に
し
あ
れ
は
糸
竹
の
道
に
七
声
の
闕
た
る
と
い
ふ
に
も
あ
ら
ね
と
箏
に
も
此
声
の

侍
り
て
そ
あ
る
こ
と
な
れ
は
今
一
し
ほ
に
糸
竹
の
声
の
調
和
も
諧
て
此
道
の
真
の
す
し
に
侍
り
と
覚
侍
り
ぬ
」
と
結
論
す

る
。「
殿
下
」
は
書
写
者
の
鷹
司
政
通
か
。（
以
上
傍
線
明
木
）

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
岩
瀬
文
庫
本
は
時
の
関
白
鷹
司
政
通（

6
）に

よ
る
書
写
で
、
鷹
司
家
旧
蔵
本
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
Ｂ
群
の
抄

本
に
は
、
こ
の
書
物
が
鷹
司
政
通
公
の
た
め
に
書
か
れ
た
こ
と
が
複
数
箇
所
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
Ｂ
・
Ｃ
群
を
通
し
て
鷹
司
政
通
と

の
関
係
が
深
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
岩
瀬
文
庫
本
の
方
印
及
び
書
写
者
は
こ
の
書
物
全
体
の
素
性
を
考
え
る
上
で
重
要
な
情
報
だ

と
言
え
よ
う
。二

、
翻
刻
と
校
勘

　

岩
瀬
文
庫
本
の
本
文
翻
刻
に
先
立
ち
、
ま
ず
Ｂ
群
の
書
物
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
岩
瀬
文
庫
本
が
Ｂ
群
の
書
物
の
抜
書
き
を

中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
以
上
は
、
校
勘
を
行
う
に
は
当
然
Ｂ
群
の
書
物
と
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
Ｂ
群
の
全
て
を
対
象

と
す
れ
ば
や
や
複
雑
と
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
特
に
Ｂ
群
の
代
表
と
し
て
豊
田
本
を
校
勘
に
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
は
、
他
本
と

異
同
が
あ
る
場
合
豊
田
本
の
方
が
し
ば
し
ば
正
確
で
あ
る
こ
と
、
頭
注
や
巻
末
追
加
部
分
に
欠
落
が
無
い
こ
と
、
朱
墨
の
補
足
部
分
に

欠
落
が
無
い
こ
と
、文
字
の
校
勘
や
注
釈
の
小
字
書
込
み
が
多
い
こ
と
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
豊
田
本
に
誤
字
が
あ
る
時
、

他
本
は
そ
の
誤
字
を
そ
の
ま
ま
一
旦
書
写
し
た
上
で
、
傍
ら
に
小
字
で
修
正
を
書
き
入
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
豊
田
本

の
テ
キ
ス
ト
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
事
象
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
論
を
参
照
願
い
た
い
。
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﹇
翻
刻
﹈

殘
夜
抄
云（

7
）、

調
子
の
う
つ
り
か
ハ
り
め
と
い
ふ
ハ
ま
づ 

 

し
ら
べ
一
を
し
ら
め
た
る
に
、
こ
と
聲
の
い
で
き
た
る

な
べ
て
ハ
わ
ろ
し
。
そ
れ
に
わ
ろ
か
ら
で
よ
き
あ
り
。

こ
れ
を
か
へ
り
こ
ゑ
と
い
ふ
。
こ
れ
ハ
呂
よ
り
律
ニ
か

へ
り
、
律
よ
り
呂
に
つ
た
ふ
。
其
聲
の
位
を
よ
く
〳
〵

心
え
つ
れ
バ
、
こ
と
調
子
に
う
つ
れ
ど
も
、
や
が
て
よ
し
。

ふ
る
き
略
碩※

ニ
云
、
下
一
盤
渉
還
双
調
、
平
大
同
音
、

上
黄
鐘
。
又
云
、
双
調
平
調
上
黄
鐘
、
下
一
盤
渉
還 

双
調
と
い
ふ
ハ
、
双
調
よ
り
平
調
ニ
か
へ
り
、
平
調
よ
り
上

无
調
ニ
か
へ
り
、
上
无
調
よ
り
黄
鐘
調
ニ
か
へ
り
、
黄
鐘
調

（
１
葉
表
）

 

※
「
碩
」
豊
田
本
・『
残
夜
抄
』
共
に
「
頌
」
に
作
る
。

（
１
葉
裏
）
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以
下
岩
瀬
文
庫
本
を
翻
刻
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
原
則
に
依
っ
た
。

・
ユ
ニ
コ
ー
ド
文
字
の
範
囲
で
原
文
の
字
体
に
最
も
近
い
文
字
を
用
い
る
。

・
原
文
に
無
い
句
読
、
濁
点
・
半
濁
点
を
補
う
。

・「

」
は
「
こ
と
」
と
す
る
な
ど
、
合
略
字
は
仮
名
に
起
こ
し
て
表
記
す
る
。

・
割
り
注
は
﹇　
　

﹈
内
に
収
め
る
。



 

二
五 

よ
り
下
无
調
に
か
へ
り
、
下
无
調
よ
り
一
こ
つ
調
ニ
か
へ
る
。

壹
越
調
よ
り
盤
渉
調
ニ
か
へ
る
。
盤
渉
調
よ
り
双
調

ニ
か
へ
る
べ
し
と
な
り
。
こ
れ
ハ
笛
一
が
う
ち
の
事
に
て
、

か
た
の
ご
と
く
つ
づ
け
た
れ
ど
も
、
ま※

と
し
き（

8
）声

の
位
ハ 

 

あ
ハ
ぬ
也
。
こ
の
中
に
双
調
と
平
調
と
う
つ
り
り
よ
く
、

一
越
調
と
盤
渉
調
と
又
う
つ
り
よ
し
。
又
黄
鐘
調

と
下
无
調
と
ハ
よ
し
。
此
外
の
か
へ
り
こ
ゑ
ハ
い
と
い
み
じ
く
な

し
。
こ
れ
ら
ハ
十
二
律
と
い
ふ
こ
と
を
よ
く
〳
〵
心

え
て
し
る
べ
き
事
也
。

私
云
、
御
遊
の
時
先
呂
遊
あ
り
て
か
へ
り
声
に

な
り
て
律
遊
是
定
れ
る
事
也
。
其
本
意
ハ

同
均
な
る
に
よ
り
て
ぞ
反
音
と
ハ
い
ふ
な
り
。
其

真
実
を
い
ふ
と
き
ハ
、
双
調
呂
の
し
ら
べ
ハ
ま
づ

中
呂
を
宮
と
し
て
徴
商
角
羽
變
宮
變
徴
の

七
声
を
次
第
に
立
た
り
。
是
即
中
呂
均
な
り
。
扨

平
調
ハ
中
呂
均
の
羽
調
に※

て
七
声
か
わ
る
こ
と
な
け
れ
バ
な
り
。
則

初
に
ハ
宮
調
を
し
ら
べ
て
そ
の
羽
調
に
反
音
す
る
也
。

今
世
吹
物
琵
琶
は
此
定
な
り
し
が
、
箏
の
み
し
ら
べ
や

※
豊
田
本
等
「
ま
と
し
き
」
に
作
る
も
、
京
大
本
・

『
残
夜
抄
』
は
「
ま
こ
と
し
き
」
に
作
る
。

（
２
葉
表
）

（
２
葉
裏
）　
　
　
※
豊
田
本
等
「
羽
調
な
り
。
こ
れ
に
よ
て
七
声
…
…
」

と
す
る
。
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二
六 

う
む
か
し
に
か
わ
り
て
五
声
に
成
に
た
り
。
か
た
〴
〵
其
真

の
す
じ
を
人
し
ら
ぬ
や
う
に
成
た
り
。
笙
篳
篥
笛
琵

琶
箏
な
ど
の
反
音
の
図
こ
れ
を
注
す
。

呂
律
七
聲
反
音
図
以
笙
篳
篥  

 

笛
注
之　
但
律
七
声
名
注
尋
常
説

呂
宮　
　

中
呂　
　
　

十　

丄　

丄　
　
　
　

律
嬰
商

呂
商　
　

林
鐘　
　
　

乞　

丁　

夕　
　
　
　

律
角

呂
角　
　

南
呂　
　
　

一　

工　

中　
　
　
　

律
徴

呂
反
徴　

應
鐘　
　
　

ユ　

六
兼　

丁　
　
　
　

律
羽

呂
徴　
　

黄
鐘　
　
　

　

六　

六　
　
　
　

律
嬰
羽

呂
羽　
　

太
簇　
　
　

乚　

四　

テ　
　
　
　

律
宮

呂
反
宮　

姑
洗　
　
　

下　

一　

　
　
　
　

律
商

（
３
葉
表
）
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二
七 

同
図
以
琵
琶
注
之

但
律
七
声
之
名
以
妙
音
院
殿
御
説
注
之

呂
宮 

一　

　

丄　
　

中
呂　
　

律
角　
　

　

ヒ

呂
商 

エ　

乚　

八　
　

林
鐘　
　

律
反
徴　

斗　

　

上

呂
角 

フ　

下　

ム　
　

南
呂　
　

律
徴　
　

乚　

八

呂
反
徴 

乚　
　
　
　
　
　

應
鐘　
　

律
羽　
　

下　

ム

呂
徴 

ユ　

ク　
　
　
　

黄
鐘　
　

律
反
宮　

十　

也

呂
羽 

七　
　
　
　
　
　

太
簇　
　

律
宮　
　

一　

乚　

ク

呂
反
宮 

　
　
　
　
　
　

姑
洗　
　

律
商　
　

ユ　

七

（
３
葉
裏
）
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二
八 

同
図
以
箏
注
之 

 
 

 
 

　
　
但
律
七
声
之
名
以
妙
音
院
殿
御
説
注
之

呂
宮　
　

一
二

十　
　
　

中
呂　
　

律
角　
　

三

呂
商　
　

六
斗　
　
　
　
　

林
鐘　
　

律
反
徴　

四
九

呂
角　
　

七
為　
　
　
　
　

南
呂　
　

律
徴　
　

一

十

呂
反
徴　

推
七
為　
　
　
　

應
鐘　
　

律
羽　
　

斗

呂
徴　
　

三
八
巾　
　
　
　

 

黄
鐘　
　

律
反
宮　

六

呂
羽　
　

四
九　
　
　
　
　

太
簇　
　

律
宮　
　

二
七
為

呂
反
宮　

推
四
九　
　
　
　

 

姑
洗　
　

律
商　
　

八
巾

（
４
葉
表
）

　 83 　



 

二
九 

今
世
箏
弾
法
二
声
闕
之

図
如
此　
但
律
七
声
之
名
以
妙
音
院
殿

御
説
注
之

呂
宮　
　

一
二

十　
　
　

中
呂　
　

律
角

呂
商　
　

六
斗　
　
　
　
　

林
鐘　
　

律
反
徴　

四
九

呂
角　
　

七
為　
　
　
　
　

南
呂　
　

律
徴　
　

一

十

呂
反
徴　
　
　
　
　
　
　
　

應
鐘　
　

律
羽　
　

六
斗

呂
徴　
　

三
八
巾　
　
　
　

黄
鐘　
　

律
反
宮

呂
羽　
　

四
九　
　
　
　
　

太
簇　
　

律
宮　
　

二
七
為

呂
反
宮　
　
　
　
　
　
　
　

姑
洗　
　

律
商　
　

三
八

私
案
、
近
來
箏
の
し
ら
べ
五
声
に
成
て
よ
り
、
吹

物
も
哥
の
ふ
り
ま
で
も
、
聊
か
わ
り
て
ぞ
侍
ら
ん
。

こ
れ
は
す
べ
て
物
の
音
は
箏
に
ハ
よ
く
和
す
る
こ
と

な
れ
バ
、
殘
楽
な
ど
も
箏
を
賞
翫
す
る
こ
と
ぞ
か
し
。

此
七
声
の
か
け
た
る
に
よ
り
笙
篳
篥
笛
も
哥
の
こ
わ

（
４
葉
裏
）

（
５
葉
表
）
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三
〇 

ぶ
り
も
、
箏
に
和
す
る
こ
と
を
聞
と
し
て
、
箏
に
な
き

音
ハ
お
の
づ
か
ら
き
ゝ
わ
か
ぬ
や
う
に
吹
こ
と
を
習

の
樣
に
成
に
た
り
。
是
ハ
道
に
と
り
て
か
き
ん
と
や
申
べ
し
。

殿
下
鷹
司
殿
此
事
の
天
下
に
か
け
た
る
を
年
ご
ろ

ほ
い
な
く
お
ぼ
し
め
さ
れ
て
つ
ね
に
御
沙
汰
あ
り
。
我
も

此
事
を
嘆
き
侍
り
き
。
も
と
も
琵
琶
に
は
な
を

む
か
し
に
か
わ
ら
ぬ
声
に
し
あ
れ
バ
糸
竹
の
道
に
七

声
の
闕
た
る
と
い
ふ
に
も
あ
ら
ね
ど
、
箏
に
も
此
声
の
侍
り

て
ぞ
あ
る
こ
と
な
れ
バ
今
一
し
ほ
に
糸
竹
の
声
の
調
和
も

諧
て
此
道
の
真
の
す
じ
に
侍
り
と
覺
侍
り
ぬ

右
呂
律
反
音
図
雖
爲
管
見
之
至
愚
得

所
覃
爲
弁
覧
注
之
以
示
子
孫
而
已
。

　

天※

保
二
年
正
月
廿
一
日　

玄
藩
權
助
安
倍
季
良

（
５
葉
裏
）

（
６
葉
表
）

※
天
保
二
年
は
一
八
三
一
年
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三
、
岩
瀬
文
庫
本
の
構
成
と
「
呂
律
七
聲
反
音
圖
」
に
関
す
る
考
察

　

次
に
岩
瀬
文
庫
本
の
構
成
と
、
後
半
に
置
か
れ
て
い
る
「
呂
律
七
聲
反
音
圖
」
に
関
し
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。



 

三
一 
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岩
瀬
文
庫
本
は
Ｂ
群
の
書
物
と
共
通
す
る
本
文
と
、
本
書
独
自
の
部
分
の
双
方
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
右
に
触
れ
た
。
よ
り

詳
し
く
は
、
前
半
部
分
は
Ｂ
群
の
書
物
の
内
の
特
に
「
反
音
之
事
」
の
条
目
の
抜
書
き
で
あ
り
、
し
か
も
Ｂ
群
の
書
物
と
は
本
文
の
順

番
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
後
半
部
分
は
独
自
の
四
つ
の
図
表
と
本
文
か
ら
な
る
。
こ
れ
を
豊
田
本
と
比
較
し
て
図
示
す
る
な
ら
ば
、

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

〔
岩
瀬
文
庫
本
〕

反
音
之
事

残
夜
抄
云
、
調
子
の
う
つ
り
か
ハ
り
め
と
い
ふ
ハ
…
…

こ
れ
ら
ハ
十
二
律
と
い
ふ
こ
と
を
よ
く
よ
く
心
え
て
し
る
べ
き

事
也
。

私
云
、
御
遊
の
時
先
呂
遊
あ
り
て
か
へ
り
声
に
…
…

笙
篳
篥
笛
琵
琶
箏
な
ど
の
反
音
の
図
こ
れ
を
注
す
。

　
　
　

 （
但
し
豊
田
本
と
は
文
字
の
異
同
あ
り
）

〔
豊
田
本
〕

　

反
音
之
事

私
云
、
御
遊
の
時
先
呂
遊
あ
り
て
反
音
声
に
…
…

此
事
便
覽
の
た
め
左
に
圖
し
た
り
。

　
　
　

（
こ
の
間
の
本
文
は
岩
瀬
文
庫
本
に
無
し
）

 

残
夜
抄
云
、
調
子
の
う
つ
り
か
ハ
り
め
と
い
ふ
ハ
…
…

こ
れ
ら
ハ
十
二
律
と
い
ふ
こ
と
を
よ
く
よ
く
心
え
て
し
る
べ

き
事
也
。



 

三
二 
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こ
の
よ
う
に
岩
瀬
文
庫
本
の
前
半
部
と
豊
田
本
と
で
は
、
記
述
の
順
序
が
逆
転
し
て
い
る
。
豊
田
本
で
は
「
私
云
、
御
遊
の
時
…
…
」

が
先
に
あ
り
、『
残
夜
抄
』
か
ら
の
引
用
が
そ
れ
に
続
く
が
、
岩
瀬
文
庫
本
で
は
『
残
夜
抄
』
の
引
用
が
先
に
あ
り
、「
私
云
、
御
遊
の

時
…
…
」が
こ
れ
に
続
く
。
ま
た
岩
瀬
文
庫
本
は
豊
田
本
の「
私
云
…
…
」と「
残
夜
抄
云
…
」の
間
の
本
文
の
多
く
を
省
略
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
構
成
か
ら
、
岩
瀬
文
庫
本
は
反
音
と
い
う
や
や
難
解
な
転
調
理
論
を
説
明
す
る
た
め
に
、
Ｂ
群
の
記
述
の
内
の
最
低
限
必
要

な
エ
ッ
セ
ン
ス
の
み
を
抜
書
き
し
て
編
集
し
、
そ
こ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
図
を
加
え
た
、
専
ら
反
音
の
説
明
に
特
化
し
た
解
説
書
で
あ
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
Ｂ
群
の
書
物
に
は
、
そ
れ
が
子
孫
に
楽
理
を
伝
え
る
た
め
に
書
か
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
鷹
司
政
通
の
求
め
に

応
じ
て
楽
理
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
岩
瀬
文
庫
本
も
、
子
孫
に
示
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
鷹
司

政
通
に
直
接
的
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
す
れ
ば
、
岩
瀬
文
庫
本
も
子
孫
や
周
囲
の
人
々
に
反
音
に
つ
い
て
解
説
す
る
上
で

の
必
要
が
あ
っ
て
特
に
編
集
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

続
い
て
岩
瀬
文
庫
本
の
特
徴
で
あ
る
、
Ｂ
群
の
書
物
と
異
な
る
本
文
と
図
表
に
つ
い
て
。
ま
ず
本
文
の
内
、
豊
田
本
を
初
め
と
す
る

（
図
）
律
呂
七
聲
反
音
図
以
笙
篳
篥
笛
注
之

（
図
）
同
図
以
琵
琶
注
之

（
図
）
同
図
以
箏
注
之 

 
 

 
 

（
図
）
今
世
箏
弾
法
二
声
闕
之
図
如
此

　

私
案
、
近
來
箏
の
し
ら
べ
五
声
に
成
て
よ
り
、
…
…

豊
田
本
に
無
し

　

（
岩
瀬
文
庫
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
図
と
文
言
か
）



 

三
三 

〔
岩
瀬
文
庫
本
〕

私
云
、
御
遊
の
時
先
呂
遊
あ
り
て
か
へ
り
声
に

な
り
て
律
遊
是
定
れ
る
事
也
。
其
本
意
ハ

同
均
な
る
に
よ
り
て
ぞ
反
音
と
ハ
い
ふ
な
り
。
其

真
実
を
い
ふ
と
き
ハ
、
双
調
呂
の
し
ら
べ
ハ
ま
づ

中
呂
を
宮
と
し
て
徴
商
角
羽
變
宮
變
徴
の

七
声
を
次
第
に
立
た
り
。
是
即
中
呂
均
な
り
。
扨

平
調
ハ
中
呂
均
の
羽
調
に
て
七
声
か
わ
る
こ
と
な
け
れ
バ
な
り
。則

初
に
ハ
宮
調
を
し
ら
べ
て
そ
の
羽
調
に
反
音
す
る
也
。

今
世
吹
物
琵
琶
は
此
定
な
り
し
が
、
箏
の
み
し
ら
べ
や

う
む
か
し
に
か
わ
り
て
五
声
に
成
に
た
り
。
か
た
が
た
其
真

の
す
じ
を
人
し
ら
ぬ
や
う
に
成
た
り
。
笙
篳
篥
笛
琵

〔
豊
田
本
〕

私
云
、
御
遊
の
時
先
呂
遊
あ
り
て
反
音
に

な
り
て
、
律
遊
是
定
れ
る
事
也
。
其
本
意

を
し
ら
ざ
れ
ば
、
い
か
な
る
事
に
て
反
音
と
い
ふ

事
な
り
と
し
ら
ず
。
こ
れ
は
同
均
な
る
の
ゆ
へ
な
り
。

﹇
全
體
双
調
と
云
ハ
夾
鍾
均
の

商
調
な
り
。
同
均
に
あ
ら
ず

﹈
本
朝
の
習
に
呂
の
し

ら
べ
は
中
呂
を
宮
と
し
て
七
声
を
次
第
に
立
て
た
る
、

是
即
中
呂
均
な
り
。
扨
平
調
は
も
と
よ
り
中
呂

均
の
羽
調
な
り
。
こ
れ
に
は
七
声
か
わ
り
な
し
。

し
か
れ
ば
初
に
宮
調
を
奏
し
て
其
羽
調
に
反

音
す
る
こ
と
な
り
。

今
世
箏
彈
法
む
か
し
に
か
わ
り
て
律
は
五
声
に

し
ら
め
、
呂
は
元
よ
り
五
声
に
彈
か
ず
。
か
た
ゝ
反

音
の
儀
な
し
。
本
意
を
失
へ
り
。
古
譜
を
見
て

　 78 　

Ｂ
群
の
書
物
と
大
き
く
異
な
る
部
分
は
、
岩
瀬
文
庫
本
第
３
葉
表
か
ら
裏
に
か
け
て
の
一
段
で
あ
る
。
こ
れ
を
豊
田
本
と
比
較
す
る
た

め
次
に
並
置
す
る
。



 

三
四 

琶
箏
な
ど
の
反
音
の
図
こ
れ
を
注
す
。

能
く
こ
れ
を
解
す
べ
し
。
此
事
便
覽
の
た

め
左
に
圖
し
た
り
。
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こ
れ
を
見
る
に
、両
者
の
述
べ
る
所
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。双
方
に
共
通
す
る
要
点
を
抽
出
す
る
な
ら
ば
、次
の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う
。

〇
御
遊
び
の
時
に
は
先
ず
呂
遊
が
あ
っ
て
、
反
音
し
て
律
遊
と
な
る
こ
と
が
定
め
で
あ
る
。

〇
そ
の
本
意
は
、
同
均い

ん

た
る
こ
と
に
あ
る
。

〇
呂
旋
法
の
双
調
は
中
呂
を
宮
と
し
て
宮
・
徴
・
商
・
角
・
羽
・
変
宮
・
変
徴
の
七
声
を
配
置
す
る
。
中
呂
均
で
あ
る
。

〇
平
調
は
中
呂
均
の
羽
調
で
あ
り
、
七
声
は
双
調
と
同
一
で
あ
る
。

〇
両
者
は
同
均
で
あ
る
が
故
に
反
音
す
る
の
で
あ
る
。

〇
今
世
の
箏
は
七
声
で
は
な
く
、
五
声
に
な
っ
て
い
て
、
本
来
の
形
を
失
っ
て
い
る
。

続
く
「
呂
律
七
聲
反
音
圖
」
は
右
の
要
点
を
受
け
て
、
呂
旋
法
と
律
旋
法
と
の
対
応
を
示
し
つ
つ
、
特
に
呂
旋
法
た
る
双
調
と
律
旋
法

た
る
平
調
と
の
間
の
反
音
を
図
示
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
今
仮
に
四
つ
の
図
表
に
前
か
ら
順
に
、

１
、
以
笙
篳
篥
笛
注
之　

但
律
七
声
名
注
尋
常
説

２
、
同
図
以
琵
琶
注
之　

但
律
七
声
之
名
以
妙
音
院
殿
御
説
注
之

３
、
同
図
以
箏
注
之　
　

但
律
七
声
之
名
以
妙
音
院
殿
御
説
注
之

４
、
今
世
箏
弾
法
二
声
闕
之
図
如
此　
　

但
律
七
声
之
名
以
妙
音
院
殿
御
説
注
之

の
番
号
を
付
す
。
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さ
て
こ
の
四
つ
の
図
表
に
つ
い
て
は
、

ａ
、
呂
旋
法
と
律
旋
法
の
音
程
配
置

ｂ
、
七
声
名
に
於
け
る
尋
常
の
説
と
妙
音
院
殿
の
説

ｃ
、
笙
・
篳
篥
・
笛
・
琵
琶
・
箏
の
音
符
の
対
応

と
い
う
三
つ
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
別
に
考
え
る
方
が
分
か
り
や
す
い
。
そ
こ
で
以
下
こ
れ
を
分
離
し

て
順
に
整
理
す
る
。

ａ
、「
呂
旋
法
」
と
「
律
旋
法
」
の
音
程
配
置

　
「
呂
旋
法
」
と
「
律
旋
法
」
の
音
程
配
置
は
、
季
良
自
身
が
Ｂ
群
の
書
物
の
「
律
呂
名
儀
両
様
に
覚
悟
す
べ
き
こ
と
」
の
第
二
「
本

朝
音
曲
楽
曲
の
う
へ
に
律
音
呂
音
と
云
事
」
で
も
述
べ
て
い
る
如
く
、そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
格
を
一
律
（
半

音
）
と
す
る
。

呂
旋
法

 

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

律
旋
法

 

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽
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こ
れ
を
、
互
い
に
平
行
調
と
な
り
、
な
お
か
つ
音
程
配
置
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
置
く
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

呂
旋
法

 

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

律
旋
法

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

 

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

と
な
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
互
い
に
一
均い

ん

に
収
ま
る
よ
う
に
、
言
い
換
え
れ
ば
呂
旋
法
は
律
旋
法
の
嬰
商
調
式
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ

う
に
折
り
返
し
て
示
す
な
ら
ば
、

呂
旋
法

 

宮

商

角

変
徴

 
徴

羽

変
宮

律
旋
法

 

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

宮

商

と
な
る
。
こ
れ
が
ま
さ
に
図
表
１
の
最
上
段
と
最
下
段
に
置
か
れ
た
呂
旋
法
と
律
旋
法
の
音
程
配
置
で
あ
る
。
今
、
視
覚
的
に
分
か
り
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や
す
く
す
る
た
め
、
図
表
１
の
最
上
段
（
呂
旋
法
）
と
最
下
段
（
律
旋
法
）
を
、
一
律
（
半
音
）
と
二
律
（
二
度
）
と
の
間
隔
を
保
ち

つ
つ
、
そ
の
下
に
中
国
と
日
本
の
十
二
律
呂
名
を
添
え
て
示
す
。

１
、
呂
律
七
声
反
音
図　

以
笙
篳
篥
笛
注
之　

但
律
七
声
名
注
尋
常
説

呂
旋
法

律
呂

律
旋
法

律
呂
（
中
国
）

律
呂
（
日
本
）

呂
宮

中
呂

律
嬰
商

仲
呂

双
調

賓

鳧
鐘

呂
商　

林
鍾

律
角

林
鍾

黄
鐘

    　

    

夷
則

鸞
鏡

呂
角　

南
呂

律
徴

南
呂

盤
渉

　

無
射

神
仙

呂
反
徴

應
鍾

律
羽

應
鍾

上
無

呂
徴　

黄
鍾

律
嬰
羽

黄
鍾

壱
越

大
呂

断
金

呂
羽

太
簇

律
宮

太
簇

平
調

夾
鍾

勝
絶

呂
反
宮

姑
洗

律
商

姑
洗

下
無

岩
瀬
文
庫
本
の
書
名
と
、
図
表
１
〜
４
の
タ
イ
ト
ル
が
い
ず
れ
も
「
律
呂
」
で
は
な
く
「
呂
律
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
（
も
ち
ろ
ん
日

本
で
は
し
ば
し
ば
「
呂
律
」
と
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
）、
こ
の
図
表
の
最
上
段
の
呂
旋
法
と
下
段
の
律
旋
法
の
音
程
配
置
が
、
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呂
↓
律
の
対
応
関
係
を
示
し
て
い
る
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
。

ｂ
、
七
声
名
に
於
け
る
尋
常
の
説
と
妙
音
院
殿
の
説

　

こ
こ
に
言
う
「
妙
音
院
殿
」
は
藤
原
師
長（

9
）（

一
一
三
八
〜
一
一
九
二
）
を
指
す
。
Ｂ
群
の
書
物
に
も
度
々
言
及
が
あ
り
、例
え
ば
「
律

呂
名
儀
両
様
に
覚
悟
す
べ
き
こ
と
」
の
第
二
「
本
朝
音
曲
楽
曲
の
う
へ
に
律
音
呂
音
と
云
事
」
に
、

右
朱
書
は
妙
音
院
大
政
大
臣
師
長
公
の
御
流
也
。
く
わ
し
き
子
細
ハ
奥
に
注
し
ぬ
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
、

彼
御
流
に
お
き
て
は
嬰
商
嬰
羽
の
名
を
立
ず
。
律
調
に
て
も
や
は
り
變
徴
變
宮
の
名
を
立
た
り
。
然
れ
バ
樂
道
の
家
に
生
る
る
も

の
は
此
兩
流
を
慥た

し
か

に
覺
悟
す
べ
し
。

と
あ
る
。
そ
う
し
た
上
で
、
所
謂
尋
常
の
説
の
七
声
の
傍
ら
に
朱
墨
で
妙
音
院
の
七
声
を
添
え
て
い
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
両
者
の
音
程

配
置
を
図
示
す
る
な
ら
ば
、

律
旋
法

 

宮

商

嬰
商

角

徴

羽

嬰
羽

季
良
の
当
時
通
行
の
音
名

 

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

藤
原
師
長
（
妙
音
院
殿
）
に
よ
る
音
名

と
な
る
。
尋
常
の
七
声
は
五
声
「
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
」
に
新
た
に
「
嬰
商
」「
嬰
羽
」
を
加
え
て
律
旋
法
の
各
音
名
と
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
妙
音
院
の
七
声
は
各
音
程
の
名
称
の
み
中
国
式
の
「
宮
・
商
・
角
・
変
徴
・
徴
・
羽
・
変
宮
」
を
用
い
て
、
律
旋
法
の
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音
程
に
配
置
し
て
い
る
。
七
声
と
異
な
る
音
程
に
対
し
て
新
た
な
名
称
を
与
え
る
か
、
七
声
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
律
旋
法
の
音

程
に
順
番
に
当
て
は
め
る
か
の
違
い
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
さ
て
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
右
の
図
表
１
と
同
様
に
中
国
と
日
本
の
十
二
律

呂
名
を
添
え
て
図
２
を
図
示
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

２
、
同
図
以
琵
琶
注
之　

但
律
七
声
之
名
以
妙
音
院
殿
御
説
注
之

呂
旋
法

律
呂

律
旋
法

律
呂
（
中
国
）

律
呂
（
日
本
）

呂
宮

中
呂

律
角

仲
呂

双
調

 

賓 

鳧
鐘

呂
商

林
鍾

律
反
徴

林
鍾

黄
鐘

夷
則

鸞
鏡

呂
角

南
呂

律
徴

南
呂

盤
渉

無
射

神
仙

呂
反
徴

應
鍾

律
羽

應
鍾

上
無

呂
徴

黄
鍾

律
反
宮

黄
鍾

壱
越

大
呂

断
金

呂
羽

太
簇

律
宮

太
簇

平
調

夾
鍾

勝
絶

呂
反
宮

姑
洗

律
商

姑
洗

下
無
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こ
こ
で
１
の
律
旋
法
と
２
の
律
旋
法
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
出
し
て
並
置
し
、
さ
ら
に
中
国
と
日
本
の
十
二
律
呂
名
を
添
え
る
な
ら
ば
、
次

の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

尋
常
律
旋
法

妙
音
院
殿
律
旋
法

律
呂
（
中
国
）

律
呂
（
日
本
）

律
嬰
商
＝
嬰
商

律
角
＝
角

仲
呂

双
調

賓

鳧
鐘

律
角
＝
角 

律
反
徴
＝
変
徴

林
鍾

黄
鐘

夷
則

鸞
鏡

律
徴
＝
徴

律
徴
＝
徴

南
呂

盤
渉

無
射

神
仙

律
羽
＝
羽   

律
羽
＝
羽   
應
鍾

上
無

律
嬰
羽
＝
嬰
羽

律
反
宮
＝
変
宮

黄
鍾

壱
越

大
呂       

断
金

律
宮
＝
宮   

律
宮
＝
宮   

太
簇

平
調

夾
鍾       
勝
絶

律
商
＝
商   

律
商
＝
商   

姑
洗

下
無

さ
ら
に
、
呂
旋
法
の
音
名
（
１
〜
４
の
最
上
段
）
を
加
え
て
１
〜
４
に
共
通
す
る
フ
レ
ー
ム
を
示
す
な
ら
ば
、
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呂
旋
法

尋
常
律
旋
法

妙
音
院
殿
律
旋
法

律
呂
（
中
国
）

律
呂
（
日
本
）

呂
宮
＝
宮

律
嬰
商
＝
嬰
商

律
角
＝
角   

仲
呂       

双
調

賓

鳧
鐘

呂
商
＝
商

律
角
＝
角   

律
反
徴
＝
変
徴

林
鍾       

黄
鐘

夷
則       

鸞
鏡

呂
角
＝
角 
律
徴
＝
徴   

律
徴
＝
徴   

南
呂       

盤
渉

無
射       

神
仙

呂
反
徴
＝
反
徴

律
羽
＝
羽   

律
羽
＝
羽   

應
鍾       

上
無

呂
徴
＝
徴

律
嬰
羽
＝
嬰
羽

律
反
宮
＝
変
宮

黄
鍾       

壱
越

大
呂       

断
金

呂
羽
＝
羽

律
宮
＝
宮   
律
宮
＝
宮   

太
簇       

平
調

夾
鍾       

勝
絶

呂
反
宮
＝
反
宮

律
商
＝
商

律
商
＝
商 

姑
洗

下
無

と
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
図
表
直
前
の
本
文
、
即
ち
第
２
葉
表
〜
裏
の
「
私
云
、
御
遊
の
時
先
呂
遊
あ
り
て
か
へ
り
声
に
な
り
て
…
…
初

に
ハ
宮
調
を
し
ら
べ
て
そ
の
羽
調
に
反
音
す
る
也
」の
一
段
で
述
べ
る
所
の
双
調
と
平
調
の
反
調
を
こ
の
フ
レ
ー
ム
上
に
図
示
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。
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呂
旋
法　
　

双
調

尋
常
律
旋
法

平
調
妙
音
院
殿
律
旋
法
平
調

律
呂
（
中
国
）

律
呂
（
日
本
）

呂
宮
＝
宮

律
嬰
商
＝
嬰
商

律
角
＝
角

仲
呂

双
調

※
双
調
＝
仲
呂
均
宮
調
式　

太
字
は
主
音

賓

鳧
鐘

呂
商
＝
商       

律
角
＝
角

律
反
徴
＝
変
徴   

林
鍾

黄
鐘

夷
則

鸞
鏡

呂
角
＝
角       
律
徴
＝
徴

律
徴
＝
徴       

南
呂

盤
渉

無
射

神
仙

呂
反
徴
＝
反
徴

律
羽
＝
羽 

律
羽
＝
羽       

應
鍾 

上
無

呂
徴
＝
徴

律
嬰
羽
＝
嬰
羽 

律
反
宮
＝
変
宮   

黄
鍾

壱
越

大
呂 

断
金

呂
羽
＝
羽

律
宮
＝
宮 

律
宮
＝
宮       

太
簇

平
調

※
平
調
＝
仲
呂
均
羽
調
式　

太
字
は
主
音

夾
鍾 

勝
絶

呂
反
宮
＝
反
宮   

律
商
＝
商 
律
商
＝
商

姑
洗

下
無

こ
れ
を
要
す
る
に
、
双
調
か
ら
平
調
子
へ
の
反
音
と
は
、
仲
呂
均
宮
調
式
か
ら
仲
呂
均
羽
調
式
へ
の
転
調
で
あ
り
、
同
一
均
の
間
で
行

わ
れ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
調
は
、
現
在
言
う
所
の
平
行
調
の
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。

ｃ
、
笙
・
篳
篥
・
笛
・
琵
琶
・
箏
の
音
符
の
対
応

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
音
符
を
右
の
フ
レ
ー
ム
上
に
配
置
し
た
も
の
と
考
え
れ
ば
よ
い
。
但
し
、
季
良

が
「
今
世
吹
物
琵
琶
は
此
定
な
り
し
が
、
箏
の
み
し
ら
べ
や
う
む
か
し
に
か
わ
り
て
五
声
に
成
に
た
り
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
図
表
４

の
今
世
の
箏
は
七
声
で
は
な
く
五
と
な
っ
て
い
る
。
図
表
３
が
七
声
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
図
表
４
の
今
世
の
箏
で
は
二
声
（
変
声
）
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を
欠
い
た
五
声
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
図
表
３
か
ら
二
声
を
削
除
し
た
も
の
が
図
表
４
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
考

え
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

呂
旋
法　
　
　

双
調
尋
常
律
旋
法　

平
調
妙
音
院
殿
律
旋
法　

平
調

 

律
呂
（
中
国
）
律
呂
（
日
本
）

呂
宮
＝
宮

律
嬰
商
＝
嬰
商

律
角
＝
角

仲
呂

双
調

※
双
調
＝
仲
呂
均
宮
調
式

太
字
は
主
音

賓

鳧
鐘

呂
商
＝
商

律
角
＝
角

律
反
徴
＝
変
徴

林
鍾

黄
鐘

夷
則

鸞
鏡

呂
角
＝
角

律
徴
＝
徴

律
徴
＝
徴

南
呂

盤
渉

無
射

神
仙

呂
反
徴
＝
反
徴

律
羽
＝
羽

律
羽
＝
羽

應
鍾

上
無

呂
徴
＝
徴

律
嬰
羽
＝
嬰
羽

律
反
宮
＝
変
宮

黄
鍾

壱
越

大
呂

断
金

呂
羽
＝
羽

律
宮
＝
宮

律
宮
＝
宮

太
簇

平
調

※
平
調
＝
仲
呂
均
羽
調
式

太
字
は
主
音

夾
鍾

勝
絶

呂
反
宮
＝
反
宮

律
商
＝
商

律
商
＝
商

姑
洗

下
無

※
網
掛
け
部
を
削
除

 

図
表
３
・
４
に
於
い
て
「
四
九
」「
一
五
十
」「
二
七
為
」
等
が
同
じ
位
置
に
併
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
弦
が
オ
ク
タ
ー
ブ
音

程
に
調
弦
さ
れ
て
い
て
相
当
す
る
七
声
が
同
一
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
に
よ
り
、『
山
鳥
秘
要
抄
』
の
内
の
特
に
「
反
音
」
に
関
す
る
部
分
を
抜
書
き
し
、
さ
ら
に
独
自
の
テ
キ
ス
ト
と
図
表
を
加
え
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た
岩
瀬
文
庫
本
は
、「
反
音
」
の
骨
子
の
み
に
特
化
し
、
こ
れ
を
簡
明
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
意
図
で
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
今
後
は
岩
瀬
文
庫
本
の
内
容
を
踏
ま
え
、
Ｂ
群
の
論
ず
る
所
の
反
音
の
体
系
を
解
き
明
か
し
て
行
き
た
い
。

注（
１
）
太
田
正
弘
編
纂
『
豊
田
市
立
図
書
館
和
装
本
目
録
』
豊
田
市
立
図
書
館
一
九
九
二
、「
三
音
楽
（
一
）
雅
楽
」
69
頁
參
照
。

（
２
）
安
倍
季
昌
『
雅
楽
篳
篥　

千
年
の
秘
伝
』
た
ち
ば
な
出
版
二
〇
〇
八

（
３
）
他
に
未
見
な
が
ら
、
金
刀
比
羅
宮
・
勝
林
院
・
彦
根
城
博
物
館
・
米
国
議
会
図
書
館
等
に
も
同
名
の
抄
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
拙
論
「
豊
田
市
中
央
図
書
館
蔵
安
倍
季
良
撰
抄
本
『
律
呂
』
に
つ
い
て　
　
　

解
題
及
び
『
山
鳥
秘
要
抄
』
諸
伝
本
と
の
比

較　
　

」（
武
内
恵
美
子
編　

京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
「
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
学
の
楽
思
想
に
関

す
る
思
想
史
・
文
化
史
・
音
楽
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
報
告
書
『
近
世
日
本
と
楽
の
諸
相
』
所
収
、
二
〇
一
九
年
三
月
発
行
予
定
）

（
５
）
西
尾
市
岩
瀬
文
庫

＜

蔵
書

＜
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

http://iw
asebunko.jp/stock/database.htm

l

（
６
）
鷹
司
政
通
（
一
七
八
九
〜
一
八
六
八
）。
江
戸
末
期
の
公
家
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
か
ら
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
ま
で

関
白
の
地
位
に
あ
っ
た
。

（
７
）『
残
夜
抄
』
第
七
に
、

調
子
の
う
つ
り
か
ハ
り
め
と
い
ふ
は
、
ま
づ
し
ら
べ
一
を
し
ら
め
た
る
に
、
こ
と
聲
の
い
で
き
た
る
な
べ
て
は
わ
ろ
し
。
そ

れ
に
わ
ろ
か
ら
で
よ
き
あ
り
。
是
を
か
へ
り
こ
ゑ
と
い
ふ
。
こ
れ
ハ
呂
よ
り
律
に
か
へ
り
、
律
よ
り
呂
に
つ
た
ふ
。
其
聲
の

位
を
よ
く
〳
〵
心
え
つ
れ
ば
、
こ
と
調
子
に
う
つ
れ
ど
も
や
が
て
よ
し
。

ふ
る
き
略
頌
に
云
、
下
一
盤
渉
還
雙
調
、
平
大
同
音
上
黄
鍾
。
又
云
、
雙
調
平
調
上
黄
鍾
、
下
一
盤
渉
還
雙
調
と
い
ふ
は
、
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雙
調
よ
り
平
調
に
か
へ
り
、
平
調
よ
り
上
无
調
に
か
へ
り
、
上
无
調
よ
り
黄
鍾
調
に
か
へ
り
、
黄
鍾
調
よ
り
下
无
調
に
か
へ

り
、
下
无
調
よ
り
一
越
調
に
か
へ
り
、
壹
越
調
よ
り
盤
渉
調
に
か
へ
り
、
盤
渉
調
よ
り
雙
調
に
か
へ
る
べ
し
と
な
り
。
こ
れ

は
笛
一
が
う
ち
の
事
に
て
、
か
た
の
ご
と
く
つ
ゞ
け
た
れ
ど
も
、
ま
こ
と
し
き
聲
の
位
は
あ
は
ぬ
也
。
此
中
に
雙
調
と
平
調

と
う
つ
り
り
よ
く
、
壹
越
調
と
盤
渉
調
と
又
う
つ
り
よ
し
。
又
黄
鍾
調
と
下
无
調
と
は
よ
し
。
此
外
の
か
へ
り
こ
ゑ
は
い
と

い
み
じ
く
な
し
。
こ
れ
ら
は
十
二
律
と
い
ふ
こ
と
を
よ
く
〳
〵
心
え
て
し
る
べ
き
こ
と
也
。
女
房
の
こ
ま
か
の
さ
た
に
を
よ

ぶ
ま
じ
け
れ
ば
く
は
し
か
ら
ず
。

と
あ
る
。

（
８
）
国
会
図
書
館
本
は
一
旦
「
ま
と
し
き
」
と
書
い
て
い
る
が
、
後
で
傍
ら
に
小
字
で
「
こ
」
を
書
き
加
え
、「
ま
こ
と
し
き
」
に

修
正
し
て
い
る
。

（
９
）
平
安
時
代
の
雅
楽
家
。
従
一
位
太
政
大
臣
、
妙
音
院
太
相
国
と
号
す
。
箏
や
琵
琶
を
よ
く
し
、『
三
五
要
録
』『
仁
智
要
録
』
を

著
し
た
。

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
及
び
翻
刻
を
御
許
可
下
さ
っ
た
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
の
関
係
各
位
に
対
し
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
篤
く
御
礼
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

※
本
稿
は
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
南
宋
の
文
人
歌
曲
創
作
論
に
お
け
る
転
調
理
論
の
研
究
」

（18K00149

）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
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